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内科 外科 皮膚科 病理診断科 

 院長 島津 敬（一般 循環器） 名誉院長 安田 青兒 医長 佐々木 祥人 部長 仙波 秀峰 

 部長 林 秀幸（消化器） 副院長   大鶴 実 医員 三木 康子 研修医 

 部長 山口 博也（消化器） 診療局長 川﨑 靖仁 泌尿器科 下村 悠記 

 医長 川添 智太郎（消化器） 部長   東野 健 部長 宮﨑 治郎 神保 裕介 

 医長 近藤 天韻（腎臓） 部長  石井 孝明 部長 稲葉 洋子 平尾 益美 

 医長 深水 英昭（一般） 医員  片山 智博 産婦人科 

 医長 小川 雄史（消化器） 医員  大久保 悠祐 部長 加藤 俊 

 医員 橋本 学（消化器） 整形外科 医員 古形 祐平  

循環器科  副院長  藤本 眞弘 医員 平松 敦 

部長 藤 久和 部長   町田 明敏 眼科 

医長 半田 充輝 医長    木澤 卓嗣 医長 周 允元 

医員 小谷 健 医長   小橋 潤己 医員 八木 淳子 

医員 中ノ瀬 晃一 医員   若松 透  医員 木村 剛 

医員 林 済亨 医員   洪 洋熹 放射線科 

小児科  脳外科  部長 池田 幸央 

医師 村上 龍助 部長  野垣 秀和 麻酔科 

部長 山岡 利佳 部長  中嶋 千也 医長 馬屋原 拓 

医長 山内 裕美子 医長  富永 貴志 医長 福岡 良佑 

医員 松尾 希世美 医長  岡本 薫学 医長 西山 淳二 

 医員  駒井 崇紀  
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【WEB 勉強会のお知らせ】 
日時 ： 平成 29年 2月 10日（金） 18：00～20：00 
場所 ： 神戸掖済会病院 3階講義室 
演題 ： 日常診療に必要なリスク管理～明日はわが身の医療事故～ 

             東京海上日動メディカルサービス㈱  
第三医療部長 山本貴章先生 

     2016年診療報酬改定とこれからの医療提供体制 
医療法人財団寿康会 寿康会病院 

理事長 猪口雄二先生 
対象 ： 院内外の医療従事者 

【勉強会のお知らせ】 
日時 ： 平成 29年 1月 27日（金） 18：00～19：00 
場所 ： 神戸掖済会病院 3階講義室 
演題 ： 「HIV と透析」について 

         神戸大学大学院医学研究科感染治療学 
教授 岩田健太郎先生 

対象 ： 院内外の医療従事者 

新
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け
ま
し
て
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で
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ご
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い
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す
。 

本
年
も
神
戸
掖
済
会
病
院
を
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ろ
し
く
お
願
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し
ま
す
。 

 

神
戸
掖
済
会
病
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創
立
1

0

3
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当
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り
ま
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庫
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ま
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す
が
、
当
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し
て
は
地
域
の
先
生
方
と
連
携
し
て
垂
水
区
の
医

療
を
堅
持
す
る
方
向
で
今
年
も
邁
進
す
る
覚
悟
で
す
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本
年
も
ど
う
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ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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平成 28年 11月 5日、“第 13回たんぽぽの会”を開催しました。“たんぽぽの

会”は当院でストーマを造設された方、ストーマ外来に通院されている方をお招

きし、オストメイトが交流できる場として、毎年 1回開催しています。今年は、

16名のオストメイトの方々が参加されました。 

 はじめに、ストーマを造設後、少しずつストーマのある日常生活を受け入れていく方の様

子を記録した DVDを鑑賞しました。皆様、真剣に見ておられ、涙を流される方、共感した

という感想がありました。 

 次に、タイムリーな話題として、災害時の対策について取り上げ、実際にオストメイトが

遭遇した「避難所では装具交換をする場所がない」「水が確保できないため尿路感染症が増

えた」などの実態と共に、ストーマ用品の無料提供システムについても紹介し、いざ災害が

起きた時どうすれば良いかを皆さんで考えて頂きました。 

終了後のアンケートでは、「備えが必要だ」「早速できることからしていきたい」などの感

想があり、オストメイトとそのご家族、参加スタッフ共に有意義な時間を過ごすことができ

ました。 

７階北病棟 近藤舞弥 

 

 

あじさいの会は、当院で手術された乳癌の患者会です。今年で 12回目を迎えました。 

今回は患者様に事前に案内状で聞きたい話を質問しました。希望が多かった化学療法、ホルモン療法、リンパ

浮腫についてや日常生活での素朴な疑問（毛染めや温泉など）について、看護師から説明させて頂きました。大

鶴先生のお話は、『がんとこころのケア~がんになっても自分らしく過ごすために~』というテーマで、今渦中にい

る芸能人の乳がんの話も踏まえておりタイムリーな話題であったため、涙する患者様もいらっしゃいました。ま

た今年はラフターヨガ（笑いヨガ）＝笑うことで心身共に元気になるヨガを行い、

みんなで笑いながら体を動かし、楽しい時間を過ごすことができました。 

年々あじさいの会の参加希望者が増えており、開催場所や内容など、患者様の

ニーズにどれだけお応えできるかが今後の課題です。これからも大鶴先生、外来

看護師、病棟看護師で協力してよりよい会にしていきたいと思っています。 

 

 

この度、諸般の事情により当院産科は本年 3月 31 日をもち
まして閉科とさせて頂きます。今後の分娩についての対応は、
予定日が本年 2月 15 日までの方とさせていただきます。 
※ 他院での里帰り分娩予定の方の妊婦健診は、分娩予定日
が本年 4月 15日までの方とさせていただきます。 
関係各位及び患者様には、ご迷惑をお掛けする事と存じま

すがご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〒 6 5 5 - 0 0 0 4  
神 戸 市 垂 水 区 学 が 丘 1 丁 目 2 1 番 1 号  
T E L： 0 7 8 - 7 8 1 - 7 8 1 1（ 代 表 ）  
F A X： 0 7 8 - 7 8 1 - 1 5 1 1  
h t t p  : / / w w w. k o b e - e k i s a i k a i . o r . j p  
 

【地下鉄学園都市駅から】山陽バス・神戸市バス 約 12 分 

【地下鉄名谷から】山陽バス 約 20 分 

【JR 垂水駅から】山陽バス・神戸市バス 約 20 分 


